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戦
国
期
の
早
川
入
り
の
金
山

黒
川
金
山
や
湯
之
奥
金
山
、
そ
し
て
我

ら
が
早
川
入
り
の
保
(
ほ
う
)
・
黒
桂
(
つ

づ
ら
)
金
山
な
ど
、
甲
斐
の
金
山
は
武
田

氏
の
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し

か
し
、
最
近
、
歴
史
学
者
は
ど
う
も
そ
う

で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
と
い
う
指
摘
を

し
て
い
る
。
黒
川
金
山
(
塩
山
市
)
な
ど
に

関
し
て
は
、
武
田
氏
(
そ
の
他
の
領
主
も

含
め
て
)
が
直
営
し
て
い
た
と
い
う
根
拠

と
な
る
よ
う
な
文
哲
な
ど
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。
早
川
町
金
山
に
つ
い
て
は
、
武

聞
の
家
臣
で
親
族
で
あ
る
穴
山
氏
の
直

営
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
と
、
そ
う
で
は

な
か
っ
た
、
と
い
う
考
え
で
見
解
が
分
か

"-芦安"山(土ノ小贋鉱山)

~茂・"山

・ー'

れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
武
田
氏
の

も
の
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
.

で
は
、
早
川
入
り
の
金
山
は
ど
の
よ
う

に
経
営
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

早
川
入
り
の
金
山
に
関
す
る
最
も
古

い
文
書
は
、
天
文
三
(
一
五
三
四
)
年
に
穴

山
信
友
が
発
給
し
た
も
の
で
あ
る
@
。
こ

の
文
書
は
、
新
倉
の
家
に
伝
来
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
在
は
所
在
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
天
文
十

二
(
一
五
四
三
)
年
に
発
給
さ
れ
た
文
書

は
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
@
。

こ
れ
ら
の
文
曹
の
内
容
を
見
て
み
よ

み
J

•‘ 一一一ー西之宮金山

t;こJてFJll金山
-1\努金山

" ~

\\端山

•
新曾銅山

奥マプ晴樹盆山
康庫金山

猿猿金山

渡り沢盆山

大盆山(保山)盆山

吉水盆山

奥沢金山

広島金山正
一
一

吉沢金山

@
「
穴
山

御
黒
印

つ
ご

b
山
・
聞
は
う
山
の
事
、
代
官
之
偶

申
付
候
、
か
せ
き
山
さ
か
い
候
八
ん
事
か

ん
よ
う
た
る
へ
く
候
、
伺
如
件
、

天
文
三
年

六
月
四
日
」

【
訊
}
つ
づ
ら
山
と
ほ
う
山
に
つ
い
て
代

官
の
役
目
を
申
し
付
け
る
.
一
生
懸
命
仕

事
在
し
て
山
を
栄
え
さ
せ
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
.

-ほ穴山時代から軍参集していた盆山

こ
の
文
中
に
は
、
金
山
を
指
し
示
す
言

葉
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
黒
佐
山
と

保
山
が
金
山
と
し
て
操
業
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
金
山
に
関
す
る
文
書
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
宛
名
の
部
分
が
な
い
の
で
、

ど
こ
の
誰
に
宛
て
た
も
の
か
分
か
ら
な

い
の
は
残
念
。
次
の
@
の
宛
先
の
内
の
誰

か
だ
ろ
う
か
。

早川入り諸金山

@
「
(
穴
山
信
友
)

(
花
押
)

芳
山
小
沢
之
す
ち
か
せ
き
候
て
、
き
り
出

し
奉
公
申
へ
き
な
り
、
何
事
な
り
共
、
此

六
人
衆
中
一
一
ま
か
せ
へ
き
者
也
、
如
件
、

天
文
十
一
一
年

五
月
一
日

村
田
善
九
郎

望
月
善
左
衛
門
尉

同
伴
左
衛
門
尉

同
神
左
衛
門
尉

同
新
右
衛
門
尉

同
三
郎
兵
衛
尉
」

ザ斗i慨!
司 トと;盃忘;ト点 7Y

、

一一

武田(穴山)惜友判鞠

(望月鼠一軍所蔵写真提供白水智氏)

【
駅
】
芳
山
小
沢
の
筋
で
一
生
懸
命
仕
事

在
し
て
切
り
出
し
、
奉
公
す
る
べ
き
で
あ

る
.
何
事
で
あ
っ
て
も
こ
の

6
人
に
任
せ

る
毛
の
で
あ
る
.

「
芳
山
」
は
「
ほ
う
や
ま
」
と
読
む
の
で
、

保
の
金
山
の
こ
と
。
江
戸
時
代
に
は
保
山

で
い
く
つ
も
の
鉱
脈
が
掘
ら
れ
て
い
た

記
録
が
あ
る
の
で
、
「
小
沢
之
す
ち
」
と
い

う
の
も
、
保
山
の
坑
道
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
分
か
る
の
は
、
保

や
黒
桂
で
は
そ
の
当
時
、
す
で
に
あ
る
程

度
の
産
金
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う



こ
と
、
金
山
に
お
け
る
実
際
由
作
業
の
監

督
は
地
域
の
恐
ら
く
有
力
者
(
こ
こ
で
は
、

@
の
文
書
の
受
取
手
や
村
田
善
九
郎
以

下
町
六
名
)
に
一
任
さ
れ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
.

ま
た
、
金
山
だ
け
で
な
く
材
木
な
ど
の

山
林
資
源
も
、
穴
山
氏
が
鋸
っ
て
い
た
格

下
が
他
の
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
.
下
山

と
い
う
場
所
も
、
早
川
や
常
草
川
(
下
部

の
方
か
ら
疏
れ
て
く
る
川
)
と
富
士
川
と

の
合
疏
点
で
あ
り
、
山
の
資
曹
の
管
理
に

適
し
て
い
る
か
ら
、
北
巨
麻
か
ら
や
っ
て

き
た
穴
山
氏
が
居
城
を
揖
え
た
と
も
考

え
ら
れ
る
.

武
田
フ
ァ
ン
に
は
裏
切
り
者
の
レ

y

テ
ル
を
貼
ら
れ
て
い
る
穴
山
崎
雪
は
、
武

田
氏
滅
亡
後
、
織
田
信
長
町
謁
見
に
際
し

て
金
三
O
O
両
(
-
説
に
は
壷
ニ
0
0
0

枚
)
と
い
う
大
金
を
献
上
し
て
い
る
.
(
一

両
は
、
現
在
の
価
値
で
一
吉
う
と5
3
m
万

円
程
度
.
)
ま
た
、
寺
社
へ
の
寄
付
な
ど
も
、

信
玄
な
ど
有
力
戦
国
武
将
並
み
の
金
額

を
出
し
て
い
る
.
こ
う
い
っ
た
羽
振
り
の

良
さ
も
、
早
川
町
金
山
を
は
じ
め
と
す
る

山
町
資
審
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
だ

と
考
え
ら
れ
る
.

そ
の
後
の
早
川
入
り
諸
金
山

武
田
に
見
切
り
を
つ
け
た
穴
山
氏
も
、

梅
雪
白
子
、
鴎
千
代
の
代
で
断
絶
し
て
し

ま
う
.
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
江
戸
幕

府
が
成
立
し
、
早
川
町
金
山
は
幕
府
の

直
曲
司
つ
ま
り
国
営
化
さ
れ
た
.

そ
う
な
っ
て
も
な
お
、
現
地
で
金
山
の

管
理
を
し
て
い
る
の
は
地
域
の
有
力
者

だ
っ
た
.
早
川
町
金
山
奉
行
藁
袋
の
佐

野
家
は
、
も
と
も
と
穴
山
氏
町
家
臣
で
あ

り
、
穴
山
氏
滅
亡
後
、
「
奈
良
岡
温
泉
に
湯

治
に
来
た
徳
川
家
康
の
案
内
を
首
尾
よ

く
勤
め
た
の
で
、
金
山
由
代
官
に
任
命
さ

れ
た
」
と
い
う
由
緒
を
書
き
記
し
た
資
料

が
残
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
代
官

佐
野
氏
の
も
と
雨
畑
方
面
で
開
発
が
進

み
、
早
川
入
り
の
金
山
は
一
層
繁
栄
す
る

の
で
あ
る
.
(
柴
田
彩
子
)

山梨県内とその周辺の主な童山

午盟関平

..電，.谷

長・舟沼山

III川金山

明武慣におし}金山•-金山
鈴鹿.

賃金沢・

鹿山•
御座石・

絹:$:著色穴山梅宮画像伝土佐光吉箪

(静岡県指定文化財、量畢寺所蔵)
穴山国立、，.雀紀末から '5世紀初頭にill図率.，から分

志した武図の一銭.その後も信友信君(網・I I!子がそ

れぞれ信玄の飾島績の陣を駆る右手ど武図窓.，と近L11!

a長関係にあった.それでい訟がら武図家誠亡と前後して

償図側に付いた佃君回、'J限切り宥」のレッテJしを胎られた.

酪績と伶が恵かったともいわれているが、組処は不明.

穴山氏&元々花巨摩にいたらしい.J胸中央銀穴山駅付

近が、発緯の地と考えられている.その後腹河の今川氏

との関係はどから河内地方(鰻爾地域}に移り、早川と富

士川の合流点にあたる下山に居を構えた.爾斐の園，.武

図氏の領地であるが、河内地方l玄武闘民の直療支Eとい

うょっは、穴山氏の支配下にあった.町内にも穴山僧友

や僧君が姥鎗した文・が残されている.それらの中に、金

山に関わるものも含まれていて、皐川の金山の歴史を紐

解くよでIIも古い資料となコている.

盆山・

ミU

木亨隠下回の・と対応

渇の奥盆山

.空J••
早
川
入
り
備
金
山

鴻の鋼(明治略伺

./1武III氏の・大領地. 大‘盆山(奈良時代 l
山5語、長野、・2忠実見飯貫昼 間仁金山{・・時間
福息新認"属にまた/1る. 院内・山{江戸初・ 0
.t!武図氏の.，・下にあ .濁盆山{平安時間

つ定金山.1写緬隠よ図. 住"盆山(江戸 IDII) -t

低温E盆山橿町時伺
ゆ遁盆山田土篠山}

生野.山{縄園Jf11l... ~
石見大震銀山(眼閣時千匂 TJ Zミ

事4

、，"

日本における主な金山とその時期

日本の金繰婦の歴史 1志、家良時代、宮縄県の貧盆迫(こ

がねlまざま)に始まるといわれる.当時ほ大仏建立のため

に、主に東北地方の砂金による宣金が盛んに行われた.こ

の務良時代と、開閣時代近代以降の 3度が、日本の金山

開発が活発であった時期である.

山製県内に，.、早川の他、温山市の黒川金山‘身延町の

渇之奥盆山広ど、開国時代から 1211に残る金山 If多い.ま

た、信玄の領地ということで周辺の県に目を広げれば静

岡県の安8Il金山や長野県の'"武信盆山さらに霊知県の

湾具金山，，，どまさし〈盆山だらけ.信玄の強さ"金山に

あったと考えられてきたこともう訟ずける.

'"隻の固に，.、四戸州盆という慣玄が霊備した麹 8の貨

傭糊度があった.これ，.、日窓で初めて制度化されたもの

で‘この制度，.江戸穆府にも引き継がn.また阜商での金

貨鋳遣も引き厳き行われた.
玉山金山(奈良、平安碕 ttl

貸金造(奈良時代日本.古}

半図盆山(安土篠山、江戸初劃
・ヘ高玉金山[安土篠山)

舗展盆山橿町時相

大仁金山{安土横山、江戸初周回

，τー一掬鍾盆山{安土篠山}
/ー-.織金山{江戸包囲

土E盆山(重町時代 j

海異盆山 1・2置時代J

".，盆山圃代 1国間}'n
E組問

山盆庫大

.

1・考文献I'"蔓貸金村渇之奥盆山筒槍館『盆山史研究』第1
績-as集/緩*__f.図ニ十四符伝，I両人.往来社/笹

本正治『同園大名武図民の研究』息文周出版/白水wr山地
の宣車とその隼置』笹本正治荻原三・・'定事 "図信玄』
高志・Rノ包玄公宝物館咽III貧困信自湾出・m訴訟/早
川町'早HI町畿，/山..rl山製県史置剥・4 中世"

II自力1以下の方々に史賀"の認候 ...・のアドバイス等ご
笛力いたどきました.この・."，・りしてお礼@し上げます.

甲受賞金村渇 2興金山陽掬館/白水雷[中央参院大学 1/

谷口一夫{軍隻貧盆符渇之輿盆山憎物館)/鋪月録 {甲府

市1/ 量規寺 III" 市Ie 廊崎、五十音・



2/ ゃまだらけツアー第8弾

/25 赤沢宿に春を告げる福寿草観察ツアー
イベントツアー情報 l

山里に春一番を告げる福寿草は、とても縁起の良い花として珍

重されています。この福寿草が群生する赤沢集落では、江戸時代

から残る宿場の町並みや石畳の保全と合わせて、自然を生かした

景観作りにも取り組んでいます。

懐かしい風景を残す赤沢宿で福寿草を見学し、美味しい手打ち

そばを食べ、春を感じてみませんか。還が良ければ、節分草と福寿

草の共演が見られるかもしれません。

T
家良田

早川町役渇ーー・

日時/2 月 25日(土) 11時45分~15時45分頃

集合場所/角瀬トンネル横広場

内容/福寿草群落および集港散策(昼食付き)

参加費/会員 1 ，500円、非会員 1 ，800円(昼食代込み)

定員/20名(要申込、先着順、締切 2 月 20 日)

備考/寓速パス、電車等でお越しの方は、送迎いたしますので

申込時にお気軽にお問い合わせ下さい。

坂道がありますので、歩きやすい格好でお越し下さい。

春木川

赤ε
皇/
トぷ<I;
/ ......~..
;t ~~、

4/ 野鳥公園主催自然観察シリーズ@

/8 早春の小鳥と山を彩る山野草

「スプリング-エフエメラル」という言葉

をご存じですか。直訳すると「春のはかな

い命」。春のひととき、いっせいに地上に現

れ、すぐに姿を消してしまう生き物のこと

です。今回は、野鳥公園とその周辺で、高木

が葉を広げ太陽の光を遮る前に、花を咲か

せ懸命に命をつなぐ、地上の山野草や低木

の花々に目を向けてみます。

併せて、子育ての時期に入ってきた身近

な小鳥たちの様子も観察します。

日時/4月 8 日(土)10時~15時頃

集合場所/野鳥公園駐車場

参加費/大人800円、小人500円※入国料込み

備考/弁当持参。歩きやすい格好でお越し下さい。

双眼鏡をお持ちの方はご持参下さい。

定員/20名(変申込、締切4 月 3 日)

里
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横
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お
ば
あ
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ゃ
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た
ち
の
店
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新宮川

-早川 Ill)揮土責料館
・早川北小学校

溜
島

そぱ処アルプス

早
)11

圏直 52 号

•

~申込先~
南アルプス邑野鳥公園
B0556-48-2288

東京近郊の方に朗報です!

新宿一身延聞の高速パスが、 1 日 3便運行中

衛

ア

ル

プ

ス

街

週

袋寮

高速パスでも

聞に合います 1

~申込先~
ゃまだらけ編集部

B0556-45-2160

こんなものが観察できそうです 1

植物カタクリ、ダンコウバイ、ヒトリシ

ズ力、ヤマブキ、ミツバツツジ、ヤマザク

ラなど/小鳥シジュウカラ、ホオジロ、

ヤマガラ、工ナガなど(写真は、桃の木

に留まる工ナガ)

町のホットニュース I

新宿発 身延発

新宿 飯富 飯富 新宿

山梨交通 7:40 10:42 6:09 9:11

山梨交通 16:20 19:22 7:49 10:51

京王パス 17:40 20:42 16:49 19:51

※ニ腐、深大寺、府中、日野、八王子など、高速道路上のパ

ス停で乗降することも可能です。

ツア に参加したいけど、足がない。そんな方に朗

報です。現在、 JR 新宿駅西口に隣接する高速パスター

ミナ J~ から、 1 日 3 使、身延行きのパスが出ています。

早川町の最寄りのパス停、飯宮で下車すれば、町内へ

向かう路線パスとの乗り継ぎが可能です。

乗車時間は 3 時間と、電車やマイカーとほとんど

変わりません。煩わしい乗り換えもなく、料金も片道

2，600 円と断然お得です(回数券は更に安い)。

早川町へお越しの際は、高速パス「身延~新宿線」

をご利用すると便利です。今後、このパスの時間帯に このパスを利用するには予約が必要です。予約は山梨

合わせたツアーも、企画していきたいと考えています。 交通高速パス予約センター (8055-237 ・0135) まで。



ご注文は西山自然鹿圃まで

宮 0556-48-2468

向容/1 箱 1kg

金額/1 箱2，000円、別途送料 1 ，000円

建立方法/同封した定文用紙に必要事項をご記入の上、

ファクシミリでお通り下さいB ファクシミリをお持ちで

ない方は、お電話でも桔初です.蹄め切りは 2 月末です.

尭造/尭送まで、定文後 2 週閣程度かかります。

入金/商品に輯求・を同封しますので、

指定白金融機関にお盛り込み下さい。

•、
ご注文は早川きのこ園まで

FAX0556-22-1734
80556-48-2250

内容/袋 1109 入り(大幅約 2 本分)

童額/日 0円、別逓送料 200 円

連立方法/西山自黙農圏までお電話で。 3 月末、蹄め切りです。

売量 /4 月よ旬から主文順に尭退いたします。

入童/商品に揖求圃及び郵亜局

払込豪を同封いたします。

前号でご紹介した、早川吉のこ圃の早川正治

さんが、絶対の自信を持ってお薦めするシイヲ

ケ在、ど~んと箱でお届けします。

早川|きのこ圃のシイタケは、肉厚でずっしり、

ぶりぶりっとした食感もたまりません。これを

食べると、他のシイタケが食べられなくなりま

すよ-(編集部談)。贈答用にもお薦めです。

生活の知恵・西山地区の保存食

寒干し大根(かん lましだいむ

寒干大根は西山地区の郷土色大根在 2 ヶ

月間冷気にさらし乾燥させて作ります。

西山自然農園では、この寒干大根を商品

化しようと、 2 年前から取り組んでいます。

無農薬で育てた地元の大根で作 I) 上げた

寒干し大根在、ぜひご賞味下さい。水で戻

して、人参や里芋、竹輪などと煮ると、とっ

ても美暁しくいただけます。

肉厚、ぷりぶり、原木栽培だよ ~r

早川きのこ園の春シイタケ

E言書咽 u届ヨ E族三 11'週

みなさんの会費で、早川の新たな魅力が創られています。

サボーターズヲラブの皆様から頂

いた会費の一部を活動資金として行

われている、早川町の新たな魅力づくり.

今年度は、 2 つの地区で、それぞれの

地区の資源在再点検し、町民や町外か

らのお客さんに紹介するための環境

整備が行われています。

三里地区プロジェク卜
三里地区は、野鳥公園、ヘルシー

美里、郷土資料館等、様々な地域資

源が集まっている場所です。三里

地区復興協議会が中心となって、

この地域資源同士をつなぐ散策路

の整備とガイドマップの作成に取

り組んでいます。

6 月から数回に渡って会合と現

地調査を重ね、先に紹介した施設

の他、大塩の滝、大原野七面堂、今

は廃村となっている柿草里集落を

結ぷ散策路在作ることが決定。

11 月に、地区の有志の方々で、

草を刈り石をどけルート在整備。

12月には所要時間も計測し、春ま

でに案内板が設置される予定です。

この散策路、各施設に置かれる

ガイドマップを見ながら、自由に

歩いてもらう他、野鳥公園や郷土

資料館とも協力しながら、ツアー

やイベン卜でも積極的に活用して

いきます。

赤沢地区プロジェク卜
江戸時代の町並みが残り、国の

重要伝統的建造物群保存地区に選

定されている赤沢宿でも、プロジェ

ク卜が動いています。

ここでは、赤沢青年同志会と集

落の有志の方々が中心となり、集

落を訪れたお客さんをもてなすた

めの空間景観づくりがテーマと

なっています。

秋から、石畳の急傾斜箇所に段

をつける作業を始的、 12月には集

落内にある福寿草群落地の草刈り

と密生する竹林の伐採に着手しま

した。しかし、生い茂る竹は、天文

学的な数。切っても切っても減ら

ない竹を眺め、一同呆然と立ちつ

くすのでした。

ということで、こちらの作業は、

まだまだ果てしなく続くのであり

ます。

皆様のご支援により、今年度は 2 つの活動lこ25万円ずつ、計50万円を

助成することができました。この場を借りて、厚く御礼申し上げます。



深沢正晴

節
分
草
と
福
寿
草

調号車庫l玄、集請書や首鼠討があコ

たところに自生しています.・
分草回、姻の健や過の創面広ど、

手を入れた・所に咲いています.

この花たちロ‘村人が守り育て

てきた村の環境があコてこそ、

生きてい〈ことができるのです.

貴闘閉師
撮膨

赤
沢
集
落
内

深沢正燭v"かさわまさ，.る}写HI町奈良図を也写-J IIの自燃に魅怒ら札そ鉱瞳を収め副ずる.これまでに.りためt徹子"にも及ぶ望書奥を霊理仏データペース化を盗めている.

アンケートにご箇力下さい

eゃまだらけツアーにより多〈の方々
が書加してくださるように、a集部
で，;t. 会員町方々の童向を調査した
いと考えています"

今回通常的読者アンケートに加え、
もうー枚アンケートはがきを同封さ
ぜて頂きました。このはがきに、みな
さんの率直なご意見、ご要望をご詑
入の上、ポストに投函していただけ
れば幸いです。

今後も、ゃまだらけツアーで、早川
町と会員の方々、また全員相互の交
流を深めましょう t

|・ 1~I::t.::，.ゃまだらけ |1

-読者の声 I

..lIllツアー、イベントにご参加いただき.

輯にありがとうございました.今号では、審

らしいツアーを二つご紹介しています..花
や木々力守吹く新録の季節ほ、紅薫と 1;I)(j・っ

た美しさを山々が毘せてくれます.心と体を

衝しにぜひ早川町へお越し下さい.

16号特集 (4 月上旬お届け)

「移住者の早川ライフ 2J

7 号の鴻建夫妻に師〈、移住者企画の第二

9・.今回 1;1. 5 年前に早川町雨畑に移住して

きた、湾村夫穫にスポットを当てます.

夫費はともに30代.早川にとっては、貴重

怠著者です.観光シーズンは、雨畑の慢の里

キャンプ喝を切り盛りし、オフシー1ンl立、

山仕.に、大工に‘木工制作.~主んでも密周に

こ怠すその姿!率、まさに山由民.

2<手前には、ひょん怠ことからダンスチー

ムを結成.老若男女、町民も多蛍参加するこ

のチームを、夫婦で盛 'J 上げます.

今や早川町に!まなくてはなら訟い人材に

怠ってしまったこのふたり.早川での暮らし

ぶりを‘面臼おかしく紹介します 1

ご意見、ご要望

.襲撃度は不明ですが、大金山へのコースをぜ

ひ紹介して〈ださい.実際にロマンを目の前

に確屈したいです. (匿名給自還さん)

編集御大金山へは、保集落から尾織づたい

に登っていくルートと、南佃の戸盟締遭終点

から入っていくルートが考えられます.しか

し、畳山道が宋盤舗のため今回以鉾しい紹

介を蹄めました.

その他簡単に金山の遺構が貝られる喝所

も察してみたのですが、これといった噂F析が

なか怠か見つかりません.今後も鋼査を継闘

し、追ってご紹介できればと考えています.

・西山逼泉で新たな週痕湧出のニコースを

拝見しました.その後の様子を知 'J たいです.

(匿名希望さん)

.1巨額昨年の秋、西山週県の・2鎗に、湧出

畳毎分1630リットJk源泉温度51.3~貨のナ

トリウムーカルシウム一様酸箪温化絢泉が

湧出しました...館によると、館内で利周

するだけでな〈、勉織の活性化にもつ広がる

ように、周辺の民宿や旅館‘また地調鹿住民が

利用できるよう伝活用方法を検討してい〈

とのことです.

たくさんのメッセージ、

ありがとうございました.

早川正治さんへのメッセージ

・地域で頑強っている人の聞はすばらしい

ですね. (匿名希望さん)

・早川町で生活するのは大宜なことと思うが、

前向きに生きることを教わった栂右手気がする.

早川正台さんの生き方を見て. (置名希置さん)

・早川正治さんの実厳に感心しましたorill<
郷を憂し、その良さを生かして活自白する青年

たちを、 人でも多 <J と切望します o (身延町、

l さん)

.過疎化が進み故郷が消えゆく時代に Uター

ンして生きる遁を研究した鍔カは質賃に値

する.感働です. (船繍市、 H さん)

緬集前早川さんの実践は、早川町でも 次

産業で食べていけることを自ら証明した、我々

早川町民にとっても椅るべきモデルです.

主事 LI 、綱策部にも、阜川町に移住して良策

をやりたいという若者俗らの問い合わせが、

こ由とこる増えています.後に腕〈著者がと白

てくることを蛾侍しています.

ツアー、イベントへのご意見

.過臼の体駿ツアー(泌旬聴者持良国の不思思発

見 11/6) は大変心に残るツア でした.紅旗

もすばらし〈、眉 'J lIllには心を引き込まれま

した.楽しい一日でした o (箇吹市. 5 さん)

・ゃまだらけを送ってもらい、早川町が身近

に感じられ大変.し〈患っています 0 11 月

日日のそば集りに多組しました.早川町も

変打りつつあることを実感しています o (Il!
名希彊さん}

・早川の放の自然とダイアモンド富士、見て

みたいですね.ぜひ参泊してみたいと思いま

すo (東村山市‘ K さん}
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